
『業施設』和訳研究 (2)
一一第 1章第2節~第2章一一

青原令知

rr業施設』和訳研究(1)Jは『龍谷大学論集』第479号に掲載した(脊原

[2012J)。前稿では紙数の関係上，テキストについて詳しく論じられなかっ

たので，ここであらためて若干の解説を加える。

『業施設./1 (Las gdags， Karmα-prajnapti)は周知のように，初期有部論

番のいわゆる六足発智に含まれる『施設論./1(Prajnゅtisasfra)の一部であ

り，チベット語訳現存資料では『施設諭』三部門のうち『世間施設J r因施

設』に続く最後の部門に位置づけられる。 r施設論』は，漢訳では六足論の

うち他の五書を訳した玄突の翻訳リストには存在せず，宋代の法-謎・惟i争訳

(r因施設』の部分訳)のみが残る。一方チベット大蔵経では逆に rr施設

論』のみが現存し他の五書は翻訳されなかった。このように漢訳・チベット

語訳それぞれに特殊な事情を抱えるほか，現存三部門の他に煩悩・智・定・

名色などに関する部門も存在していたと推定され，また「アピダルマ大論」

の異名を持つなど，有部論書の中でも特異な存在である。

現存のチベット語訳『業施設』は，奥書:によるとジナミトラ(Jinamitra)

とダーナシーラ (Dãna~ïla)，プラジュニャーヴアルマ (Prajnavarma)， 

および訳官イェシェデ (Yeshes sde) らによって翻訳校訂されたとされる

が，著者名は記されていない。分量は北京版で74葉，デルゲ版では58葉ほど

で r倶合論』業品よりやや少ない程度である。『施設論』三部門の中では最

も短い。

福田 [2000a]には本論全体の綴概が掲げられている。非常に有益なので
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参照してほしい。それによって明らかなように，本論は全体が11の「章」

(tshigs)に区分される。各章の末尾には必ず「業施設第二章」などの題名

表記が添えられているが，章のタイトルは付けられていない。その点は前二

部門に共通する。

これら11章それぞれの冒頭には目次偶 (sdom= uddana)が掲げられる。
目次備を配置するのは，六足発智に共通して見られるスタイルである。しか

しその目次の項目が本文のどこに該当するのかは明示されていない。また最

終章の終わりには全11章の総目次 (spyisdom)が別に提示される。ただし

この総目次は，各章の目次偽の最初の語もしくはその要約を再掲したもので，

各章全体の要約を意味するものではない。

本稿の章節の分け方はこの章と目次備にもとづいて行なった。必ずしも合

理的な区分とはいえず，福田 [2000aJに掲げられた梗概では区分が若干改

変されている。しかし本稿では原書の構成を明示する意味で，あえて目次偏

通りの区分を採用した。したがって[福田2000aJ と本稿では章節の設定が

異なる部分がある。以下に内容にもとづいた章タイトルを掲げる。[ J内

の数字は目次備により細分された項目の数である。参考のためテキスト開始

頁行を添える。

第 1章思業 [8J(⑮i172b4②khu208b3⑪khu191a3) 

第2章三不善根 [4J(⑮i185b7②khu225a2⑪khu205a1) 

第3章十不善業道の分別① [7J(@i187b5②khu226a6⑪khu206a2) 

第4章十不善業道の分別② [4J(@i197a4 @khu238b6⑪khu216b2) 

第5章食膿擬倶生法の分別 [7J(⑮i199a2②khu241a5⑧khu218b2) 

第6章十不律儀 [2J(@i201b3 @khu244b2⑪khu221a5) 

第7章各種不律儀の分類① [7J(@i203b3②khu247a3⑧khu223a5) 

第8章各種不律儀の分類② [4J(@i207a3②khu251b4⑧khu227al) 

第9章業の因果関係 [3J(⑮i209b6②khu255a2⑪khu229b6) 

第10章業と異熟 [6J(⑮i215b4②khu262a5⑮khu236a5) 

第11章業の諸問題 [9J(⑮i219b3②khu268a5⑮khu240b6) 
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今回公表するのは，第1章第2節(以下 [1-2]などと表記する)から第

2章おわりまでの和訳である。

第1章は目次偽により 8節に区分されるが，前稿分の [l-lJは身・語・

意にわたる十業を説く r故思経』という経典の引用からなる。それに続く

[1-2Jでは引用経を釈する形で思・思己の二業の分別がなされ，そのうち

の思業について，三世分別 [1-3]，三性分別 [1-4]，三位の所縁分別 [1-

5J，三界繋分別 [1-6Jと各種分別を行なった後，業分別の偽 [1-7]が掲げ

られ， 12種の業の包摂関係、 [1-8]が諮られる。第2章は4節からなり，全編

で最も短い章である。三不善根の名称、が列挙され [2-1]，その本質が定義さ

れ [2-2]，さらに十不善業道の名が列挙され [2-3]，十不善業道が三不善根

から生ずることが説かれる [2-4]。青原 [2009a]で論じたように，これら

二章の内容は第3章で本格的に十不善業道が説かれる伏線となっている。

前稿に引き統き，以下の和訳は福岡琢より提供を受けた加藤ノートを活用

し，適宜参照しながら進める。

〈参考文献>(前稿未出分)

青原令知 [2012Jrr業施設』和訳研究(1)J r龍谷大学論集J479 

福田 琢 [2000aJrr業施設.n，こついてJr日本仏教学会年報』必

[2005] rr施設論J r品類足論』の原題についてJ r長崎法潤博士

古稀記念論集仏教とジャイナ教』平楽寺害賠

宮崎啓作 [1982]r Karnω-ρrajnapti (r業施設.1)解説」印仏研究30-2

山口益・春日井真也 [1980]r施設論孜」春日井真也『インド仏教文化の

研究』百華苑(1938初稿(未刊)1951改稿・加筆)

第1章思業

1-1.経文(故思経)

(以上前稿=青原 [2012])
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1-2.思業・思己業(⑮175a2②211b7⑪193b4)

[上記経文中，]r故意の (sarpcetaniya)[業]Jということについて，そ

れには思業 ketanakarma)と思己業 ketayitvakarma)の二つがある。

「思業J は何か。答える。思・忠向・意思されること・思に到ったこと・

心の形成力・意業，これが忠業といわれる。

rJ思己業J は何か。答える。思巳の身業と忠巳の語業，これが忠己業とい

われる。

1-3.思業の三世分別 (@175a4②212a2⑪193b6)

その中で，思業には過去のものがある。未来のものもある。現在のものも

ある。

ト3-1.過去の思業(⑮175a4②212a2⑮193b6)

「過去の，思業Jは何か。答える。およそ思[業]がすでに生じ，すでに生

起し，すでに起こり，すでに成り立ち，すでに達成され，すでに完成され，

起こりおえて過ぎ去り，すでに尽き，すでに滅し，すでに失われ，すでに変

異し，過去と過去類と過去世に包摂されるもの，これが過去の思業である。

ト3-2.未来の思業(⑬175a6②212a5⑮194aI}

「未来の，思業」は何か。答える。およそ思業がまだ生じず，まだ生起せず，

まだ起らず，まだ生成されず，まだ到達せず，まだ達成されず，まだ起こら

ず，未来と未来類と未来世に包摂されるもの，これが未来の思業である。

1-3-3.現在の思業 (@175a7②212a6⑮194a2)

「現在の思業」は何か。答える。およそ忠業がすで生じ，すでに生起し，

すでに起こり，すでに生成され，すでに到達し，起こりおえて存続し，まだ

変異せず，現在…以下広説して，これが現在の思業である。
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1-4.恩業の三性分別 (@175b1②212a8⑧194a3)

その中で，思業には善のものがある。不善のものもある。無記のものもあ

る。

1-4-1.普の思業 (@175b2②212b1⑪194a4)

「普の思業」は何か。答える。普・の作意と相応する「恩J から「心の形成

力・怠業」まで広説したものである。どのようなものかといえば，すなわち，

[1]無食・無眼・無壌によって如理に簡択して，限で色を見，耳で声を聞き，

鼻で香をI曳ぎ，舌で昧を味わい，身で所触に触れ，意で法を知る「忠」から

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが普の思[業]といわれる。

[2]さらにまた，取著することなく四静感と四無色を修習する「思Jから

「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが善の思[業]といわれる。

[3]さらにまた，断生命を離れることにともなう作意と相応する，また不与

取・欲邪行・虚証語・免悪語・雑機語・食欲・随意を離れることと正見にと

もなう作意と相応する「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，

これが普・の忠[業] といわれる。

[4] さらにまた，無念・無恨・無視・~則前・無嫉・無憧・無担・無論・慨・

憾にともなう「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが善

の思[業]といわれる。

[5]さらにまた，挨拶 (piirvabhilapin)・礼拝・歓迎 (pratyutthana)・合

掌・敬礼にともなう作意と相応する「忠」から「心の形成力・怠業」まで広

説したもの，これが善の思[業]といわれる。

[6Jさらにまた，布施を施し，あるいは福徳をなし，あるいは布薩

(po~adha) に参加し，あるいは戒を受持して保ち，あるいは明浄な心によ

って自ら着手して行動する「息」から「心の形成力・怠業」まで広説したも

の，これが普の忠[業]といわれる。

[7]さらにまた，善の作意によって苦を苦と作意し，あるいは集を集と，あ

るいは滅を滅と，あるいは道を道と作意する「思」から「心の形成力・意
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業」まで広説したもの，これが普の思[業]といわれる。

1-4-2.不善の思換(⑮176a5~213a7 ⑧195al} 

「不善の思[業JJは何か。答える。不善の作意と相応する「思Jから

「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが不善の忠[業]といわれる。

どのようなものかといえば，すなわち，

[lJ食あるいは曝あるいは療によって，非如理に，また筒択せずに，眼で色

を見， [乃至は]意で法を知るまでの「思」から「心の形成力・怠業」まで

広説したもの，これが不善の思[業]といわれる。

[2Jさらにまた，断生命にともなう作意と相応する，および不与取・欲邪

行・虚誕語・ 8主悪語・雑識語・食欲・眠意・邪見にともなう作意と相応する

に思Jから「心の形成力・怠業J まで広説したもの， これが不普・の思[業]

といわれる。

[3Jさらにまた，念・恨・覆・悩・嫉・証・請・無慨・無'協にともなう作意

と相応する「忠」から「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが不善

の思[業]といわれる。

[4Jさらにまた，手や拳や掌で殴ることや，杖や鞭で攻撃することにともな

う作意と相応する「忠J から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これ

が不善の思[業]といわれる。

[5Jさらにまた，不善の結・縛・随眠・随煩悩・組と相応する「思Jから

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが不普の忠[業]といわれる。

1-4-3.無記の思業(⑮176b5②213b8⑮195b2)

「無記の思[業JJは何か。答える。無記の作意と相応する「忠」から

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無記の思[業]といわれる。

どのようなものかといえば，すなわち，

[lJ善心ではなく，染汚心でもなく，自然な状態で (pralqtistha)，行儀作

法 Uryapatha)にしたがって，眼で色を見，乃至は意で法を知るまでの
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「思」から広説したもの，これが無記の思[業]といわれる。

[2Jさらにまた，取著する心によって四静慮と四無色を修習する「忠」から

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無記の思[業]といわれる。

[3Jさらにまた，無記の結・縛・随i民・随煩悩・纏と相応する「思Jから

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無記の忠[業]といわれる。

1-5.三性の思の所縁分別 (@177a3②214a5⑧195b7)

普の思には，普を所縁とするものと，不善を所縁とするものと，無記を所

縁とするものとがあるのか。答える。 [1J普を所縁とするものもある。 [2J

不普を所縁とするものもある。 [3J無記を所縁とするものもある。 [4J善・

不普を所縁とするものもある。 [5J普・無記を所縁とするものもある。 [[6J

不善・無記を所縁とするものもある。J[7J普・不普・無記を所縁とするも

のもある。善[の思]に準じて，不善と無記[の思]についての所縁も同様

にあると説明されるべきである。

トト1.普恩の所縁分別

1-5-1-1.普所縁の普思(⑮177a5@214b1⑪196a2) 

「普を所縁とする普の思」は何か。答える。

[1J普の身業・語業と，普の心・心所の諸法と，善の心不相応行[の諸法]

とを rこれらの法は原因をともなって生じ，結果があり，異熟をともなう」

と作意する「恩Jから「心の形成力・意業J まで広説したものである。

[2Jあるいはまた，それらの法が功徳をともなうことをくりかえし作意して，

「これらの法は普であり，普士によって自ら証得され，諸仏と仏の声聞たち

と最勝人たちと普士たちに称讃され，受持し正しく保持すれば自分を傷つけ

ないだろう，他人も傷つけないだろう，両者とも傷つけないだろう，智慧を

生じるだろう，困苦してしまう相手と交わることなく， 1呈繋に到るだろう J

と，このように作意する「息J から「心の形成力・意業」まで広説したもの

である。これが善を所縁とする普の忠である。
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ト5-1-2.不善所縁の普思(⑮177h2②214b6⑪196a7)

「不善を所縁とする普の，思」は何か。答える。

[lJ不普の身業・語業と，不善の心・心所の諸法と，不善の心不相応行[の

諸法]とを rこれらの諸法は原因をともなって生じ，結果があり，異熟を

ともなう」と，このように作意する「忠J から「心の形成力・意業」まで広

説したものである。

[2Jあるいはまた，これらの法が過誤をともなうことをくりかえし作意して，
。叫

「これらの諸法は不善であり，善士でない者によって自ら証得され，諸仏と

仏の声問たちと最勝人たちと善士たちに非難され，受持し正しく保持すれば

自分を傷つけるだろう，他人も傷つけるだろう，両者とも傷つけるだろう，

智慧が失せるだろう，困苦してしまう相手と交わり，湿繋に到らないだろ

う」と，このように作意する「思」から「心の形成力・怠業」まで広説した

ものである。これが不善を所縁とする普の思である。

ト5-1-3.無記所縁の善思(⑮177b7②215a4⑧196b4)

「無記を所縁とする善の忠Jは何か。無記の色と無記の心・心所の諸法と，

無記の心不相応行[の諸法]とを rこれらの諸法は原因をともなって生じ，
ω 

結果があり，異熟をともなう J と，このように作意する「思」から「心の形

成力・意業」まで広説したもの，これが無記を所縁とする普の思である。

1-5-1-4.善不善所縁の普思{⑨178a2②215a7⑪196b7)

「普・不普を所縁とする普の思」は何か。答える。普・不善の身業・語業

と，普・不普の心・心所の諸法と，善・不善の心不相応行[の諸法]とを，

「これらの諸法は原因から生じ，結果があり，異熟をともなう J と，このよ

うに作意する「忠」から「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが

善・不善を所縁とする普の思である。

ト5-1-5. 普無記所縁の普思 (~178a4 ~215b2 ⑮197a2) 
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「普・無記を所縁とする普の思」は何か。答える。善の身業・諮業と，普

の心・心所の諸法と，普の心不相応行[の諸法]と，無記の色と無・記の心・

心所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]とを rこれらの諸法は原因か

ら生じ，結果があり，異熟をともなう」と，このように作意する「思」から

「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが善・無記を所縁とする善の

思である。

1-5-1-6.不善無記所縁の善思(⑮178a7②215b7⑪197a5}

「不善・無記を所縁とする善の思」は何か。答える。不善の身業・語業と，

不善の心・心所の諸法と，不善の心不相応行の諸[法]と，無記の色と無記

の心・心所の諸法と，無記の心不相応行の諸[法]とを rこれらの諸法は

原因から生じ，結果があり，異熟をともなう」と，このように作意する

「思」から「心の形成カ・意業J まで広説したもの，これが不審・無記を所

縁とする善の忠である。

1-5-1-1.善不善無記所縁の普思(⑮178b2<P>216a3⑮197bl) 

「普・不普・無記を所縁とする普の思」は何か。答える。普・不善の身

業・語業と，普・不普の心・心所の諸法と，普・不善の心不相応行[の諸

法]と，無記の色と無記の心・心所の諸法と，無記の心不相応、行[の諸法]

とを rこれらの諸法は原因から生じ，結果があり，異熟をともなう」と，

このように作意する「思」から「心の形成力・意業J まで広説したもの，こ

れが善・不普・無記を所縁とする善の忠である。

ト5-2.不善思の所縁分別

ト5-2-1.不善所縁の不善思(⑮178b5a:>216a8⑪197b4) 
間

「不善を所縁とする不善の，思J は何か。答える。

[1]不善の身業・詩業と，不善の心・心所の諸法と，不普の心不相応行[の

諸法]とを rこれらの諸法は原悶なくして生じ，結果がなく，異熟がない」
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と，このように作意する「忠」から「心の形成力・怠業」まで広説したもの

である。

[2Jあるいはまた，それらの法が功徳をともなうことをくりかえし作意して

「これらの法は普であり.普士によって自ら証符-され，諸仏と仏の声聞たち

に称、讃されJ以下「両者とも傷っけないだろう」まで広説し r智懇が生じ

るだろう，困苦してしまう相手と交わることなし浬繋に到るだろう」と，

このように作怠する「忠」から「心の形成力・怠業」まで広説したものであ

る。これが不普・を所縁とする不善の思である。

1-5-2-2.善所縁の不普思(⑮179a2CP)216b6⑪198al) 
aSl 

「善を所縁とする不替の，思」は何か。答える。

[lJ善の身業・語業と，普の心・心所の諸法と，普の心不相応行[の諸法]

とを rこれらの論法は原因なくして生じ，結果がなく，異熟がない」と作

意する r}忠」から「心の形成力・意業」まで広説したものである。

[2Jあるいはまた，これらの諸法が過誤をともなうことをくりかえし作意し

て rこれらの諸法は不善であり，善士でない者によって自ら証得され，諸

仏と仏の声聞たちと最勝人たちと善士たちに非難され，受持し正しく保持す

れば自分を傷つけるだろう，他人も傷つけるだろう，両者とも傷つけるだろ

う，智惑が失せるだろう，困苦してしまう相手と交わり t ~.里鍵に到らないだ

ろう」と，このように作意する「忠J から「心の形成力・怠業」まで広説し
間

たものである。これが普を所縁とする不善の忠である。

1-5-2-3.無記所縁の不普思(⑮179a7②217a6⑪198a5}

「無記を所縁とする不善の思」は何か。答える。無記の色と無記の心・心

所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]とを rこれらの諸法は原因なく

して生じ，結果がなく，異熟がない」と作意する「思」から「心の形成力・

意業」まで広説したもの，これが無記を所縁とする不善の思である。
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1-5-2-4.善不善所縁の不善思(⑮179b2②217b1⑧198b1)

「普・不普を所縁とする不善の忠」は何か。答える。普・不普の身業・語

業と，普・不普・の心・心所の諸法と，議:・不善の心不相応行[の諸法]とを，

「これらの諸法は原因なくして生じ，結果がなく，異熟がない」と作意する

「思」から「心の形成力・怠業J まで広説したもの，これが善・不善を所縁

とする不善の忠である。

ト5-2-5.善無記所縁の不審思(⑮179b4②217b4⑪198b3)

「普・無記を所縁とする不普・の忠」は何か。答える。普の身業.・訴業と，

普・の心・心所の諸法と，普の心不相応行の[諸法]と，無言己の色と，無記の

心・心所の諸法と，無記の心不相応行の[諸法]とを rこれらの諸法は原

因なくして生じ，結果がなく，異熟がない」と作意する「忠」から「心の形成

力・怠業J まで広説したもの，これが普・・無記を所縁とする不普zの思である。

トト2-6.不善無記所縁の不普思(⑪179b7②217b8⑧198b5)

不普・・ 1眼目己を所縁とする不善の忠は何か。答える。不善の身業・語業と，

不普の心・心所の諸法と，不普の心不相応、行[の諸法]と， ~署員己の色と，無

記の心・心所の諸法と， fi思記の心不相応行[の諸法]とを rこれらの諸法

は原凶なくして生じ，結果がなく，典熟がない」と作意する「忠」から「心

の形成力・意業J まで広説したもの，これが不善・無記を所縁とする不善の

忠である。

ト5-2-7.普不善無記所縁の不普恩(⑮180a2⑦218a5⑪199al)

普・不普・無記を所縁とする不善の忠は何か。答える。普・・不善の身業・

語業と，普・不普の心・心所のii罰法と，普・不普の心不相応行[の諸法]と，

無・記の色と，無記の心・心所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]とを，

「これらの諸法は原因なくして生じ，結果がなく，異熟がない」と作意する

「忠J から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが普・不善・無記



r業B包設』利訳研究 (2)

を所縁とする不普の思である。

ト5-3.無記思の所縁分別

1-5-3-1.無記所縁の無記思(⑮180a5a:>218b2⑪199a4) 

「無記を所縁とする無記の思」は何か。答える。無記の色と，無記の心・

心所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]と，これらの所縁に対して，有

覆無記と無覆無記のいずれであれ作意する「思」から「心の形成力・怠業」

まで広説したもの，これが無記を所縁とする無記の思である。

ト5-3-2.普所縁の無記思(⑮180a7②218b5⑧199a7)

「普を所縁とする無記の思Jは何か。答える。普の身業・語業と，普の

心・心所の諸法と，普の心不相応行[の諸法]と，これらの所縁に対して，

有覆無記と無覆無記のいずれであれ作意する「忠」から「心の形成力・意

業」まで広説したもの，これが普を所縁とする無記の思である。

1-5-3-3.不善所縁の無記恩 (@180b3②218b8⑮199b2)

「不善を所縁とする無記の思J は何か。答える。不善の身業・語業と，不

善の心・心所の諸法と，不善の心不相応、行[の諸法]と，これらの所縁に対

して，有額無記と無覆無記のいずれであれ作意するに忠、」から「心の形成

力・怠業」まで広説したもの，これが不普を所縁とする無記の思である。

ト5-3-4.普不善所縁の無記思 (@180b5~219a3 ⑪199b4) 

「普・不善を所縁とする無記の，思」は何か。答える。普・不善の身業・語

業と，普・不普の心・心所の諸法と，普・不善の心不相応行[の諸法]と，

これらの所縁に対して，有覆無記と無覆無記のいずれであれ作意する「思J

から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが善・不善を所縁とする

無記の忠である。
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ト5-3-5.普無記所縁の無記思(⑬181al(e)219a6⑮199b6) 

「普・無記を所縁とする無記の思Jは何か。答える。普の身業・語業と，

善の心・心所の諸法と，善の心不相応行[の諸法]と，無記の色と無記の

心・心所の諸法と，無記の心不相応行の諸[法]と，これらの所縁に対して，

有覆無記と無覆無記のいずれであれ作意する「忠」から「心の形成力・怠

業J まで広説したもの，これが普・無記を所縁とする無記の忠である。

トト3-6.不普無記所縁の無記思(⑮181a4⑦219b2⑪200a2)

「不普・無記を所縁とする無記の忠」は何か。答える。不普・の身業・語業

と，不替の心・心所の諸法と，不普-の心不相応行[の諸法]と，無記の色と

無記の心・心所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]と，これらの所縁に

対して，有覆無記と無覆無記のいずれであれ作意する「忠」から「心の形成

力・怠業J まで広説したもの，これが不善と無記を所縁とする無記の思であ

る。

1-5-3-7. 普不善無記所縁の無記思 (~181bl (e)219b7⑮200a5) 

「善・不普・無記を所縁とする無記の思」は何か。答える。普・不善の身

業・語業と，普・不普の心・心所の諸法と，普・不普-の心不相応行[の諸

法]と，無記の色と無記の心・心所の諸法と，無記の心不相応行[の諸法]

と，これらの所縁に対して，有覆無記と無援無記のいずれであれ作意する

「忠」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが普・不普・無記

を所縁とする無記の思である。

1-6.三界繋の思業分別

トト1.三界繋の思業 (~181b4 ②220a3 ⑧200b2)

その中で，忠業には欲[界]繋がある。色[界]繋がある。無色[界]繋

がある。

「欲[界]繋の思業」は何か。答える。欲[界]繋の作意に相応する
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「忠J から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の忠

業である。
ω 

「色[界]繋の思業」は何か。答える。色[界]繋の作意に相応する

「忠J から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが色[界]繋の思

業である。

「無色[界]繋の思業」は何か。答える。無色[界]繋の作意に相応する

「忠J から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無色[界]繋の

思業である。

1-6-2.欲界繋の思の三性分別(⑮181b7<P)220a8⑪200b5) 

その中で，欲[界]繋の思には，普もあり，不善もあり，無記もある。

1-6-2-1.欲界繋の普思(⑮182a1②220b1⑮200b6)

「欲[界]繋の普の思」は何か。答える。欲[界]繋の普の作意に相応す

る「思」から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の

普の忠である。どのようなものかといえば，すなわち，

[lJ無食あるいは無限あるいは無擬によって如理に簡択して，眼で色を見，

耳で声を聞き，鼻で香をF臭ぎ，舌でI床を味わい，身で所触に触れ，意で法を

知る「忠」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが欲[界]繋

の普の思である。

[2Jさらにまた，断生命を離れることにともなう作怠に相応する，また不与

取・欲邪行・虚説話・離閑語・Bi!悪語・雑穣語・食欲・限意を離れることに

ともなう，また正見にともなう作意に相応する「忠」から「心の形成力・意

業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の普の忠である。

[3Jさらにまた，無念・無恨・無榎・無悩・無嫉・無誕・無諸・慨・ -1鬼にと

もなう作意と相応する「思」から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，

これが欲[界]繋の普の忠である。

[4Jさらにまた，欲[界]繋の挨拶・礼拝・歓迎・合掌・敬礼にともなう作
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意と相応する「思J から「心の形成力・志;業」まで広説したもの，これが欲

[界]繋の菩の忠である。
側

[5]さらにまた，布施を施し，あるいは福徳をなし，あるいは戒を受持して

保ち，あるいは布離に参加し，あるいは明浄な心によって自ら着手して行動

する「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが欲[界]繋

の普の忠である。

[6]あるいはまた，欲[界]繋の善の作意によって，苦を背と作意し，ある

いは集を集と，あるいは滅を滅と，あるいは道を道と作意する「忠」から

「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の替の忠である。

1-6-2-2.欲界繋の不普思(⑮182b4②221a6⑮201b2)

「欲[界]繋の不替の忠」は何か。答える。不替の作15と相応する「忠」

から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の不善の忠

である。どのようなものかといえば，すなわち，

[IJ食あるいは限あるいは療によって，非加理に，また簡択せずに，限で色

を見る[乃至は]意で法を知るまでの「忠」から「心の形成力・意業」まで

広説したもの，これが欲[界]繋の不替の忠である。

[2]さらにまた，断生命にともなう作意と相応する，また不与取・欲邪行・

虚誼諮・免悪語・雑識語・食欲・限志・邪見にともなう作意と相応する

「忠」から「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが欲[界]繋の不

普・の忠である。

[3]さらにまた，念・恨・覆・悩・嫉-i鉦・諮・無慨・無，'，鬼にともなう作意

と相応する「思」から「心の形成力・定;業」まで広説したもの，これが欲

[界]繋の不善の忠、である。

[4Jさらにまた，手・拳・掌で叩くことと，枝・鞭で攻!供することにともな

う作意と相応する「忠」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これ

が欲[界]繋の不善の思である。

[5Jさらにまた，不普・の結・縛・随眠卜随煩悩卜純と相応する「思」か
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ら「心の形成力・怠業J まで広説したもの，これが欲[界]繋の不替の思で

ある。

1-6-2-3.欲界繋の無記思(⑮183a4②221b8⑮202a3)

「欲[界]繋の無記の思」は何か。答える。欲[界]繋の無記の作意と相

応する「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが欲[界]

繋の無記の忠である。どのようなものかといえば，すなわち，

[IJ善心ではなく，染汚心でもなく，自然な状態で，行儀作法にしたがって，

眼で色を見る乃至は意で法を知るまでの「忠」から「心の形成力・意業」ま

で広説したもの，これが欲[界]繋の無記の思である。

[2Jさらにまた，欲[界]繋の無記の結・縛・随眠・随煩悩・組と相応する

「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが欲[界]繋の無

記の思である。

トト3. 色界繋の思の三性分別 (~183bl ~222a6 ⑪202bl) 

その中で，色[界]繋の思には，善があり，無記もある。

1-6-3-1. 色界繋の普思 (~183b2 ②222a6 ⑧202bl)

色[界]繋の普の思は何か。答える。色[界]繋の善の作意に相応する

「息J から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが色[界]繋の普

の恩である。どのようなものかといえば，すなわち，

[1J無食あるいは無限あるいは無擬によって如理に筒択して，限で色を見，

耳で声を聞き，鼻で香を喋ぎ，舌で昧を味わい，身で所触に触れ，意で法を

知る「思」から「心の形成力・怠業J まで広説したもの，これが色[界]繋

の普の思である。

[2Jさらにまた，取著することなく四静慮が修習される「思」から「心の形

成力・意業」まで広説したもの，これが色[界]繋の普の思である。

[3Jさらにまた，色[界]繋の挨拶・礼拝・歓迎・合掌・敬礼にともなう作
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怠と相応する「忠Jから「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが色

[界]繋の普の忠である。

[4Jあるいはまた，色[界]繋の普の作意によって，苦を苦と作意し，ある

いは集を集と作意し，あるいは滅を滅と作意し，あるいは道を道と作意する

「思Jから「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが色[界]繋の普

の思である。

ト6-3-2.色界繋の無記思 (@184a1②222b6⑧203aI)

「色[界]繋の無記の思」は何か。答える。色[界]繋の無記の作意に相

応する「思」から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが色[界]

繋の無記の忠である。どのようなものかといえば，すなわち，

[lJ普心ではなく，染汚心でもなく，自然な状態で，行儀作法にしたがって，

限で色を見，耳で声を聞き，鼻で香を嘆ぎ，舌でl味を味わい，身で所触に触

れ，意で法を知る「思」から「心の形成力・怠業J まで広説したもの，これ

が色[界]繋の無記の思である。

[2]さらにまた，取著する心によって四静慮を修習する「思」から「心の形

成力・意業J まで広説したもの，これが色[界]繋の無記の忠である。

[3Jさらにまた，色[界]繋の結・縛・随眠・随煩悩・組に相応する「忠」

から「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが色[界]繋の無記の思

である。

ト6-4.無色界繋の思の三性分別(⑮184a6②223a5⑪203a7)

その中で，無色[界]繋の思には，普・があり，無記もある。

1-6-4-1.無色界繋の善思 (@184a7②223a6⑮203a7)

「無色[界]繋の善の思」は何か。答える。無色[界]繋の普の作意に相

応する「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無色

[界]繋の善の思である。どのようなものかといえば，すなわち，
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[lJ無食あるいは無眠あるいは無療によって如理に筒択して，意、で法を知る
~ 

rJ思Jから「心の形成力・怠業J まで広説したもの，これが無色[界]繋の

普の忠である。
ClQ 

[2Jさらにまた，取著する[ことのない]心によって凹無色が修習される

「思」から「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無色[界]繋の

善の思である。

[3]さらにまた，無色[界]繋の[普の]作意によって，苦を苦と作意し，

あるいは集を集と，あるいは滅を滅と，あるいは道を道と作意する「思」か

ら「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無色[界]繋の善の思で

ある。

トト4-2.無色界繋の無記思(⑮184b5②223b4⑧203b5)
ω 

「無色[界]繋の無記の息」は何か。答える。無色[界]繋の無記の作意

に相応する「忠」から「心の形成力・意業J まで広説したもの，これが無色

[界]繋の無記の思である。どのようなものかといえば，すなわち，

[lJ善心ではなく，染汚心でもなく，自然な状態で，意で法を知る「思J か

ら「心の形成力・意業」まで広説したもの，これが無色[界]繋の無記の思

である。

[2Jさらにまた，取著する心によって四無色を修習する「忠Jから「心の形

成力・怠業J まで広説したもの，これが無色[界]繋の無記の忠である。

[3Jさらにまた，無色[界]繋の結・縛・随眠・随煩悩・縦と相応する

「忠」から「心の形成力・怠業」まで広説したもの，これが無色[界]繋の

無記の思である。

1-7.業分別の偏頒(⑮185a2Cel224a2⑪204a3) 

党天の言葉を具えた最勝の律の制御者・

金色の身体のごとき御者中の第一人者

導師になられたお方は
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畏れなく業の区別を教示なさる

1-8. +ニの業分別(⑬185a3CP)224a3⑧204a3) 

[1]一つの要因によって諸業は包摂される。業といわれるからである。

[2]二つの要因によって諸業は包摂される。思業と思己業である。

[3J三つの要因によって諸業は包摂される。身業と語業と怠業である。

[4J四つの要因によって諸業は包摂される。欲[界]繋と色[界]繋と無.色

[界]繋と不繋である。

[5J五つの要因によって諸業は包摂される。有記・無記の見所断と，有記・

無記の修所断と，非所断の業である。

[6J六つの要因によって諸業は包摂される。見苦所断と見集・滅・道と修と

の所断と非所断である。

[7J七つの要因によって諸業は包摂される。欲[界]繋の見所断・修所断と，

色[界]繋の見所断・修所断と，無色[界]繋の見所断・修所l折と，非所断

である。

[8J八つの要因によって諸業は包摂される。欲[界]繋の普・不普・無記と，

色[界]繋の普・無記と，無色[界]繋の普・無記と，不繋の業である。

[9J九つの要因によって諸業は包摂される。普・不善・無記の身業と，普

不普・無記の語業と，普・不善・無記の怠業である。

[10J十の要因によって諸業は包摂される。有j婦の普・不善・無記の身業と

無j属業，有j騎の普・不-普・無記の語業と無漏業，有漏の善・不善・4!書記の怠

業と無i賄業である。

[ll]十ーの要因によって諸業は包摂される。欲[界]繋の普・・不善・有磁

無記・無視無記と，色[界]繋の普・有覆無記・無額無記と，無色[界]繋

の普・有榎無記・無覆無記と，不擦の業である。

[12J十二の要因によって諸業は包摂される。普・不善・有税無記・無覆無

記の身業と，普・不善・有覆無記・無覆無記の諦業と，普・不普・有覆無

記・無援無.記の意業である。
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『アピダルマ大論』のうち「業施設J第一章。

第2章不善根(⑮185b7~225a2 ⑮205a1) 

目次偏。

[lJ三根と [2J区別と [3J十不善業道と

また [4J十業の図は三不善である

2-1.三不善根分別(⑨186a1②225a3⑮205a2)

「三不善根」は何か。「三」とは，食不善根と眠不普根と癒不普-根である。

2-2.三不善根の本質

2-2-1.食不善根 (⑮186a2②225a4⑪205a2) 

「食不善根」という中で r食J Oobha)とは何か。答える。食欲 (raga)

と等食欲と貧者と愛著と耽著と渇愛と欲求と愛欲と迷悶と執著と取著と内縛

と利欲と食り (abhidhya) と苦集への食と食から生じるもの，これを「食J

という。

「不善根」とは何か。答える。その法は不善であり，またそれは多くの不

善の法の根本であるから， したがってそれは，病の根本であり，腫痕の根本

であり，練痛の根本であり，惑の根本であり，不浄の根本であり，雑染の根

本であり，不清浄の根本であり，不明浄の根本である。

だから「食不善根J という。

2-2-2.眠不普根 (⑬186a5②225a8⑮205a5) 

「眠不善棋」という中で r限 (dve号a)Jとは何か。答える。有情たちに

対する害心と怒りと憎悪とすでに眠悲し現に曝悲し当に暖志すべきことと患

と念惑と心に惑があることと有情たちに敵対してすでに意し現に悲しまさに

志すべきこと，これを「膜」という。

「不善根」とは何か。答える。その法は不善であり，以下「不明浄の根本
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であるJ まで広説する。

だから「眠不善桜J という。

2-2-3.疲不善根 (⑮186a7⑥225b3⑪205bl) 

「擬不普根」という中で r擬j (moha) とは何か。答える。前世を知ら

ず，来世を知らず，現世を知らず，内を知らず，外を知らず，内外を知らず，

業を知らず，異熟を知らず，普くなされた業を知らず，悪くなされた業を知

らず，普くなされ悪くなされた業を知らず，原因を知らず，原因から生じる

諸法を知らず，有罪と無罪と劣と妙と黒と白と区別のある縁起の諸法を知ら

ず，六触処を正しく如実に知らず，見ず，閣であり，愚療であり，無明の闘

であり，雷光であり，汚濁であり，陣害であり，妨げであり，迷闘であり，

盲目であり，無智であり，貧困類に属し， i.呈擦に安IJらず，無明であり，無明

暴流であり，無明毒の根であり，無明毒の幹であり，無明毒の葉であり，無

明毒の花であり，無明毒の果実であり，擬 (mudha)であり，等擬であり，

極療であり，療であり，擬から生じるもの，これが「擬」といわれる。

「不善棋」とは何か。答える。その法は不普であり，またそれは多くの不

善の法の根本であるから，したがってそれは，病の桜本であり，以下「不明

浄の根本である」まで広説する。

だから「擬不善棋J という。

2-3.十不善業道(⑮186b6②226a4⑪205b7)

十不善業道は，断生命・不与取・欲邪行・虚説語・離間語・免悪語・雑穣

語・食欲・膿悉・邪見である。

2-4.不普業道の因としての三不善根(⑮187b4②226a5⑧206al)

かの三不善根が，この不善業道の原因であり，根本であり，起因であり，

基盤であり，動因であり，生者であり，条件であり，等起である}。
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「業施設」第二章。

註

(1) これらの事情に関しては，山口・春日井 [1980]，福田 [2005: 169-174]に

詳しい。福田によると r施設論』は最初衆集経』に基づいて r集異門足

論』が成立したと同様の仕方で『起世経』から『世間施設Jが単狐で成立し.

後に r因施設』や r業施設』あるいは他の部門も増広されたとき r阿昆連勝施

設論』の総称が与えられ，分野別の一大アピダルマ論書となった最終形態にふ

さわしく r大阿昆達磨論』の別名で呼ばれるようになったと推測する。しかし

筆者はむしろ，本書・が「アピダルマ大論」の異名を持ったことは，仏典に

「論」が自覚的に組み込まれた故初の痕跡とみたい。仏滅以来，仏教の伝承聖

典は長らく経と律のみであり，アピダル?という研究姿勢はあっても「論」と

いう聖典は存在しなかった。初期論書である r集巽門足論』や r法趨足論』

q世間施設』も，成立当初はあくまで経への注釈・解説として着手されたもの

であり，論を編むという意識は希薄というより皆無だったに追いない。しかし

その増広があまりに過度になり r経Jの範暗に収めきれなくなったとき「論」

という聖典の一部門が別立された。「アピダルマ大論」の名称、は，それを初め

て宣言した言葉であり，その名を冠する r悶施設』と『業施設』は当初から

「論」を目論んで着された最初の文献といえるのではなかろうか。

(2) 周知のように r施設論』の作者としては，玄柴の伝承では大迦多街那 (Ma・

hakatyayana)とされる(普光 r倶舎論記』⑦1821.vo1.41 : 8b29)一方，ヤ

ショーミトラは聖目健連 (λrya-Mahamaudgalyayana)の作と伝え (SA:

11.28)，チベットの伝承もそれを支持する。しかし蔵・漢両訳いずれにも r施

設論』そのものには作者名は明示されていない。

(3) 先行する r-utIUJ施設Jr因施設』の場合は，まず「篇J(bam po) もしくは
「趨J(phung po) という大区分が与えられ，その却l分として「章J(thigs) 

が立てられるが業施設』では節や越はなく:crのみで区分される点が異なる。

しかし，デンカルマ目録やプトン仏教史では『業施設』を前二部門と同じく縮

で区分し，全5篇であると伝えられるという。 111日・春日井 [1980: 122-123] 

参照。

(4) 前稿の参考文献中，福岡琢 [2000](加藤清遺稿蔵文和鐸『世!日j施設.Jl(2)) 

を「福間 [2000b]Jに訂正する。

(5) cf. r中阿合経J(111)達党行経(⑦26.vol. 1 : 600a23-24)云何知業。謝有
二業。思己・思業，是謂知業。 AN(6.63) [vol. 111: 415.7-8] Cetanaharn 

bhikkhave kammarn vadami; cetayitva kammarn karoti kayena vacaya 

manasa. 加藤ノート]はこれらに加えて『婆沙論J(⑦1545. vol. 27 : 586 

- 22-



r業施，UtJ和訳研究 (2)

c28) r謂契経説業有二種。一担、業，二息所起業。J及ぴD"{具合論.B(⑦1558. 

vol. 29 : 67b18-19) r契経説岨有二種業。ー者思業，二忠、巳業。」を参照してい

る。 cf.AKBh: 192.9. sutra uktam“dve karmaI).I cetana karma cetayitva 

ce" ti.思業・思巳業に言及する現存経典は，上記二経の他には見いIHせない。

両経は対応経典とされるが，この簡所でANは二業と分類している訳ではなく，
しかも意業を含む三業をすべて rJ思己J と見なす点が，本論の思巳業=身語二

業とする解釈とは大きく異なる。また本論[1-1]に引かれる r故思経』は，

明らかに身・語・意の三業が基本であるにも関わらず，本論はむしろ二業，特

に「思業」を契機として解説を始めるのが特色である。その教学的意図につい

ては，背原 [2009a:934]参照。

(6) この忠業の同義語雑亨IJ的な定義は，初期の有部論書に共通してみられるもの

である。荒井 [1981: 69J誌ωに朋例が網織的に紹介される。代表例のみ挙げ
ておく。 r品類足論J (①1542. vol. 26 : 699c10-11) r忠云何。謂思・等忠・増

上等思・巳思・忠類・心作・意業，是名矯忠。J r業施設』が有部アピダル?の

伝統に忠実な側面をもつことがわかる。この連句は r法組足諭』の党文断片か

らその原語が回収される。 tath呂田mapannasyaya cetana sarpcetanabhisal11-

cetana cetayital11 cetanagatal11 cittabhisarpskaro manaskarma ayam ucyate 

kuSalah karmabhavah / (Dietz [1984: 65 .17-19J) 

(7) 以下の忠業の三世分別は r集興門足論』三法品(⑦1536.vol. 26 : 378c12-

21)の三世の定義を流用したものとみられる。荒井 [1981: 68J註側参照。

[加藤ノート]にも指摘がある。 r集異門足論J (⑦1536. vol. 26 : 378c13-15) 

過去世云何。答。諸行巳起・巳等起・巳生・巳等生・巳締・巳嚇専・巳来集・

己出現・部謝過去・識減・離鑓，過去性・過去類・過去IIt嬬，是謂過去世。

(8) cf. r集奥門足論J (①1536. vol. 26 : 378c15-18)未来世云何。答。諸行未己

起・未己等起・未巳生・未巳等生・未己縛・未巳現特・未来集・未出現，未来

性・未来類・未来世繊，是謂未来世。

(9) cf. r集異門足論J (⑦1536. vol. 26 : 378c18-22)現在世云何。答。諸行己

起・己等起・巳生巳等生・巳縛・巳現特・楽集・出現住・未己謝・未巳盛滅・

未巳離鑓・和合現前，現在性・現夜類・現在|止嬬，是認現在世。

(10) 漢訳でいえば「乃至広説」などの中略の表現。ここで略された内容は [1-2]

で忠業の定義として示された「思・忠向・意思.されたこと・忠に到ったこと・

心の形成力・怠業」の定型連句を指す。以下にも頻出する。このように文章に

合まれる諦を定義された連句に一々置き換えるような般絡な表現形式仏初期

のアピダルマ論書に共通する特徴の一つである。

(ω日川) yo∞ng s制uzin pa ma yin paおs.無
kyisとありこの場合と対になるが'意味を判断しかねる。[加藤ノート]は
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「成就せざるを以てJ (= yong su grub pa ma yin pas)と読む。

(l2) これらの十は後出の不善の思業の [3]の例と対概念になっている。慨・塊

以外の無念・無恨などは有部教学において法の要素として立てられることはな

いので，単に「念なく・恨なく」等という意味とも解せられる。ただ，念・

恨・袈・悩・嫉・憶・誕・諸が小煩悩地法，無慨・無悦が大不善地法，慨・憐

が大善地法として分類されるのに対応して，無念・無恨等の八に「小普地法」

的な分類を想定していた可能性もある。 r婆沙論J(⑦1545. vol. 27 : 220b6-8) 

には，典型的な六つの心所法の区分(大地法・大蕃地法・大煩悩地法・大不善

地法・小煩悩地法・不定地法)とは別に「大有覆無記jIJ!法Jr大無覆無記地法J
という範鳴も示されており，後に r倶舎論』などの時代に淘汰されるまでには，

有部教学において種々の心所分類法が試行されていたことが伺える。ただし

r業施設』の時代には心所分類の意図は明確ではなく，荒井 [1981: 68]がい

うように過渡期的なものであろう。

(13) dad pa'i sems kyis rang gis lag dar te las byed pa. [加藤ノート]r信心を

以て自ら手を以て施作するJ，荒井 [1981: 73] r浄心を以て自ら作業するJ。

(14) 荒井 [1981: 68]註ωは，これら十法は七十八煩悩を列挙して分類する意図
のない r法趨足論』雑事品と，十小煩悩地法などに分類する r界身足論J r品

類足論』との間の過渡期的形態を示すと理解する。

(l5)煩悩を総称する定型句であり，初期論書から『倶舎論』いたるまで用いられ

る伝統的表現になっている。背原 [2009b:384]参照。

(I聞 この一文はテキストに欠落しているが，下の解説 ([1-5-1-6]など)によれ

ばここになければならない。本論には，特に機械的な法分別において同様の遺

漏や混乱がしばしば見受けられる。翻訳現場での混乱とも考えられる。

{I司 dge pa'i sems pa la dmigs pa (普の思を所縁とするもの)とあるが訂正。

(18) ここに挙げられる所縁の普法および後の不普・無記法の要素は r法艦足論』

[⑦1537. vol. 26 : 504c22-27] r云何普界。紺普身語業・心心所法・不相臆行，

及揮滅，是名普界。云何不普界。締不普身語業・心心所法・不相聴行，是名不

善界。云何無記界。謂無記色・心心所法・不相聴行，及虚空・非揮滅，是名無

記界。Jに共通している。本論では択滅・虚空・非択減を除外するが，諸法が

因果を有することを作意する思であるので，有為法に限定されたものと思われ

る。

(19) cf. r集異門足論J [⑦1536. vol. 26 : 377b17-21] r是勝普法，是尊勝者信解

受持。一切知来及諸弟子・賢賞普士共所帯讃。不鶴自害・不偏他寄・不潟倶害。

不滅智慧，不礎彼品，不陣i皇鍵。受持此法能生通懇，能引菩提能謹i皇襲。」直
後の不善の場合の対句とともに初期論書に見られる定型表現である。荒井

[1983 : 121]註(1)参照。
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側 skyes bu dam pas (普・士によって)を skyesbu dam pa ma yin pasに訂正。

~1) cf. r集異門足論.JI[⑦1536. vol. 26 : 377b10-13]是不善法，絡下賎者信解受

持。一切如来及諸弟子・賢貴普士共所町厭。能鶴自害・能矯他寄・能鵠倶害。

能滅智慧，能磯彼品，能陣i呈繋。受持此法不生通慈，不引菩提不讃j呈集。
ω テキスト rgyumed pa las byung ba 'bras bu med pa rnam par smin pa med 
pa yin no. これらの諸法は原因なくして生じ結果はなく異熟はない)とあり，

不善思との混同がみられる。荒井 [1983: 111]は否定辞をすべて取り去って

上記の善所縁・不善所縁と同じになるよう訂正している。ただ無記法は無異熟

であるので (r品類足論』⑦26: 696c20-25参照)，般密には最後の「異熟はな

い」は生かさねばならない。しかし無記所縁の不普思 [1-5-2-3]も同様の記

述であるので，本論がそこまで考慮、しているかどうか判断しかねる。今は荒井

の訂正にしたがう。

側 dge ba (普)を midge baに訂正。 [1-5-2-1]と [1-5-2-2]は所縁の普と

不善が錯綜し，そのままでは内容に矛盾が出るので入れ替えた上で改める。本

論では，普思の所縁は普・不普・無記のJ!国序，無記思の所縁は無記・普・不善

の順序で説かれており，それにしたがえば不普思の所縁は不普・普・無記のJ!国

序となる。

ω dge ba (普)を midge baに訂正。
自由 mi dge ba (不善)を dgebaに訂正。

。。 テキストはmidge ba'i lus kyi las dang ngag gi las dang mi dge ba'i sems 
dang sems las byung ba'i chos rnams dang mi dge ba'i sems dang mi ldan pa' 

i ' du byed rnams (不善の身業と語業と，不善の心と心所の諸法と，不善の心

不相応行[の諸法])であるが， mi dge ba (不普)をすべて dgeba (善)に

訂正。

~1) mi dge ba (不普)をdgebaに訂正。

~8) gzugs med pa (無色)をgzugsに訂正。

側 テキストは「あるいは無眼あるいは無擬」を欠くが補った。

(30) @gnod sems dang mi byed pa，②⑪gnod sems dang byed pa.いずれもbsod

nams byed paの誤写とみる。[加藤ノート]の訂・正によった。

。1)荒井 [1983: 115.14]は r[欲界繋の]不普の」と補って読んでいるが，不
替の忠、は欲界繋のみであるから，補う必要はない。

(32) yid la byed pa (作意)を semspaに訂正。[加藤ノート]による。

ω テキストは「随煩悩J を欠く。慣用句なので，単なる書写ミスであろう。
(34) dang ldan pa'iをdangmtshungs par ldan pa'iと訂正。[加藤ノート]によ

る。

(35) テキストは「忠」が脱落。

- 25一



r業施設J布l訳研究 (2)

。6)yong su zin pa'i sems (取者:する心)を yongsu ma zin pa'i semsと訂正。
仰テキストに欠くが補った。

側 gzugsmed pa'i yid la byed pa lung du ma bstan pa.そのままでも怠味は通

じないことはないが.同様の他の訳文とは異なる。[加藤ノート]にしたがい，

また統一性を保つためgzugsmed pa dang ldan pa'i lung du ma bstan pa'i yid 

la byed paと訂正する。

(39) [福岡2000a:58]は次節 [1-8]の導入とみなす。妥当な解釈であろう。し

かし，H典不明でこれが教証とは断定できない。
側 ced du bsams pa'i las. [1-2]で思巳業はbsampa'i lasと訳されているので

原語が異なる可能性がある。 r婆i少論⑦1545.vol. 27 : 586c28)の「忠所起

業J の原語に相当するのかもしれない。

臼1) この項目が十とされる数え方について，宮崎 [1982]は十二悶となると疑問

を呈し，荒井 [1984: 122]誌(7)は有漏について九，無j婦についてーと数える

見方もできるとする。類似の文献資料もなしいまは荒井のように考えるほか

はない。

ω r集典門足論』三法品(⑦1536.vol. 26 : 376b12-13)三不善根者。澗食不普
根。眠不善根。擬不普根。以下の三不審棋の解説は，全体が r集輿，..)足論』か

らの佑ff日である。[力11藤ノート]はそれに加えてDhammasaitga1Ji: N o. 

389 (=pp. 78-79)およびVibhaga:361を参考として挙げている。

臼3) r集奥・門足論』三法品(⑦1536.vol. 26 : 376b13-19)食不善根者。「食」云何。

答謂。於欲境，諸食・等食・事t~臓・防護・堅著・愛柴・迷悶・耽晴・遍耽日吉・

内縛・欲求・耽溺・苦集・食類・食生，総名鴻「食Jo r:不善根」云何。答謂。

此食法，是不善官1:，能僑無量不善法根。是故此法能偽病根・躍根・箭棋・悩

根・苦根・織根・濁恨・諸雑染根・不清浄根・不鮮白根。是故名i;:ljr食不善

根Jocf. r法趨足論』雑事品(⑦1537.vol. 26 : 494c20-22)。

川 chags pa mi dge ba'i rtsa ba gang zhe. (食不普根とは何か)とあるが，他

の不普根と説相を統一させて訂正した。

白日 r集w門足論』三j去品(⑦1536.vol. 26 : 376b19-27)眠不善根者。「眠」云何。
答謂。於有情，欲1~損害・内情栽杭・欲協挺悩・巳眠・常限・現蹴・築協過

忠・極偽過忠・窓極念志，於諸有情，各相違反・欲偽過忠・巳偽過必・岱偽過

忠・現偽過忠，線名偽「醸Jor不善根J云何。答調。此眠法是不普・性，能主号無

量不普法桜。是故此法能属病根・蟻棋・箭根・悩根・苦棋・積根・ i制艮・諸雑

染根・不治将棋・不鮮白根。赴故名偽「眠不善棋Jocf. r法菰足論』雑事品

(⑦1537. vol. 26 : 494c22-26)。

制的 r集興門足論』三j去品(⑦1536.vol. 26 : 376b27-c18)擬不善根者。「擬」云

何。答調。於前際無知・後際無知・前後際無知，於内無知・外無知・内外無知，
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於業無知・異熟無知・業~!fl~熟無知，於普作業1!告知・感作業無知・善悪作業無知J ，

於悶無知・囚所生法無知，於脅1，無知・法無知・{間県知，於苦無.知・集無知・減

無知・道無知，於普:法;4JI~知l ・不善i去~!県知 1，於有m~法無担"・無罪法1!県知，於雌{修

法無知・不聴修法無知，於ド劣法無知・勝妙法無知，於m法無知・臼法無知，
於有敵針j去無知J，於縁生iよ・ 1!県知，於六鯛!蓮如何t1県知，如是無知・無見・ ~Iミ現

槻・県|剖・恐慌・無明・宵..~~~・.ilt制・極東・雄[1挨・ ml~罰・防護・殺育・縫無

明・後無智・減!時怨・防磁持品・令不~M繋・1!If;明j崩・無1")1暴流・無明髄・無明

石i主根・無明毒輩・無明赤松・無UJJ市薬・無IIJ)存花・ 1!思lりj毒果・擬・等縦・極

擬・改・等改・械改・擬~t ・擬生・改矧・改~Iミ，総名 1~ r癒Jo r不善根」云何。

答謂。此療法赴不普-性，能1~無量不得j去根。 N~故此j去能鴎病根・難根・筒fN ・

'1筒根・背根・磯fN・濁根.al'i雑染*H ・不消i!~*H ・不倒i白線。是故名偽「蝶不普

恨Jo cf. r法趨}正論』雑~J~I'ú11 <⑦1537. vol. 26 : 494c26-495a13)。

間 glog.な昧を判じかねるo cf.荒川:[1983: 120.10] = r頑ll!!U，[加藤ノー

ト]= r内光」。
側 mya ngan las 'da' bar 'gyur ba <m繋に到る)とあるが，怠l味の上から訂正
した。

側 ごくわずかだが，最後の部分の版文が『法組足論』のサンスクリット断片か

ら回収される。 Dietz[1984 : 25.8] samoha pramoho moha (1) mohajam 

iyam ucyate avidya /残念ながらその前の部分を欠いている。ただし，この

場合の主題は凝 (moha)ではなく無明 (avidya)である。初期論者において

定式化したー述の類義語列挙によるm語の定義であるが，この場合は擬と無.明
に共通して見られる定型もjである。

(50) ⑮はここに第三市の一部 086b7-187b4)が混入している。書写上の混乱と

思われる。

(51) cf. r婆i1;論.D(⑦1545. vol. 27 : 24:3al0-11)施設論亦説「三不普根，赴十悪

業道生長lまl本。J，r婆沙論川i沢j (⑦1546. vol. 28 : 188b3-4)施設経亦説「三不

普根，十悪業図版。廃説如 1-'0J 

キーワード業施設 KanJlatrajnatti 思業三不善桜十不善業道

も11jtJl有剖iJ命出
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